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た た え て
高齢者叙勲

危険業務従事者叙勲

　

「
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
を
思
い
返
す
と
感
慨
深
く
も
あ
り
ま

す
」
と
話
さ
れ
る
佐
分
利
さ
ん
。

　

昭
和　

年
に
上
房
郡
有
漢
尋
常
高
等
小

１５

学
校
で
教
職
に
就
き
、昭
和　

年
に
高
梁
市

５４

立
巨
瀬
小
学
校
長
で
退
職
さ
れ
る
ま
で
、　３９

年
に
わ
た
り
、児
童
数
が
減
少
し
て
い
く
中

で
の
学
校
教
育
の
充
実
に
向
け
、学
校
統
合

や
校
舎
改
築
な
ど
の
教
育
環
境
整
備
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
在
職
中
、
昭
和　
５３

年
か
ら
は
高
梁
市
小
中
学
校
長
会
会
長
、岡

山
県
小
学
校
長
会
副
会
長
を
歴
任
。

　

退
職
後
は
昭
和　

年
か
ら
平
成
２
年
の

５６

約
９
年
間
、有
漢
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員

長
を
務
め
ら
れ
、教
育
行
政
の
立
場
か
ら
地

域
の
教
育
の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
赴

任
先
の
地
域
の
皆
さ
ん
が
温
か
く
迎
え
、支

え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
・
地
域
の
教
育
発
展
に
尽
力

《瑞宝双光章》

佐分利 榮二さん�
（有漢町有漢）

　

昭
和　

年
に
警
察
官
に
採
用
さ
れ
て
以

２４

来
、
新
見
・
井
原
・
児
島
・
総
社
な
ど
県

内
各
地
の
警
察
署
に
赴
任
さ
れ
、
地
域
課
・

刑
事
課
・
交
通
課
な
ど
に
配
属
。
平
成
元

年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の　

年
に
わ
た
り
、

４０

昼
夜
を
問
わ
ず
地
域
の
治
安
維
持
に
力
を

注
が
れ
、住
民
の
防
犯
や
安
全
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

《瑞宝単光章》
警察功労

小林 節男さん�
（高倉町大瀬八長）

　

昭
和　

年
に
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
。
千

３９

葉
県
下
志
津
駐
屯
地
、
岡
山
地
方
連
絡
部

（
現
・
地
方
協
力
本
部
）、
三
軒
屋
駐
屯
地

総
務
課
な
ど
に
勤
務
さ
れ
、平
成　

年
に
退

１２

職
。
車
輌
操
縦
・
整
備
や
募
集
広
報
な
ど

の
業
務
に
従
事
さ
れ
た
ほ
か
、山
林
火
災
や

水
害
な
ど
の
災
害
救
助
活
動
に
も
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

《瑞宝単光章》
防衛功労

藤森 幸一さん�
（川面町）

市長表彰
　
　

月　

日
に
開
催
し
た
「
健
康
福

１０

１３

祉
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
、
民
生
委

員
児
童
委
員
を　

年
以
上
務
め
ら
れ

１２

た
、
次
の
皆
さ
ん
が
市
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

赤
木　

茂
夫
さ
ん
（
松
山
）

山
本
都
久
子
さ
ん
（
新
町
）

�
森　

努　

さ
ん
（
落
合
町
近
似
）

平　
　

桃
枝
さ
ん
（
川
面
町
）

島
田　

裕
章
さ
ん
（
巨
瀬
町
）

川
上　

博
�
さ
ん
（
玉
川
町
玉
）

川
崎　

幹
子
さ
ん
（
宇
治
町
宇
治
）

兼
森　

國
�
さ
ん
（
松
原
町
神
原
）

松
下　

勇　

さ
ん
（
落
合
町
福
地
）

�
木　

久
惠
さ
ん
（
有
漢
町
上
有
漢
）

堀
江　

紀
子
さ
ん
（
成
羽
町
下
原
）

赤
木　

喬
子
さ
ん
（
成
羽
町
成
羽
）

別
所　

澄
之
さ
ん
（
成
羽
町
成
羽
）

山
下　

里
絵
さ
ん
（
成
羽
町
布
寄
）

川
上　

雅
裕
さ
ん
（
成
羽
町
布
寄
）

森
川　

盛
久
さ
ん
（
川
上
町
地
頭
）

三
宅　

英
雄
さ
ん
（
川
上
町
仁
賀
）
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功 績 を
厚生労働大臣表彰

　昭和５９年に愛育委員に就任以来、乳幼児

の健康診査や予防接種の受診を積極的に勧

められ、母子保健の向上に貢献されていま

す。また、母親同士の交流の場を設けるな

ど、積極的に独自の育児支援の活動を行っ

ておられます。

　愛育委員の研修事業や地域のさまざまな

健康づくりにも積極的に協力し、地域の健

康づくりや愛育委員のリーダーとして活躍

中です。

　こうした母子愛育事業の発展に対する貢

献は大きく、母子愛育事業功労・厚生労働

大臣表彰を受賞されました。

　成羽地域愛育委員会は、昭和41年に結成

され、発足当時から成人病予防の活動を行

い、昭和53年に脳卒中半減対策検診が始ま

ると、「自ら受診しよう、誘い合って受診し

よう」と一声運動を開始。その結果受診率

は次第に高くなっていきました。 

　また、昭和56年度から他町に先駆けて肺

がん検診に取り組まれ、老人保健法が施行

された昭和58年には町独自の愛育委員会手

引きを作成されました。現在も地域住民の

生活習慣病予防に大きく貢献されています。

　こうした多大な功績が認められ、厚生労

働大臣表彰受賞となりました。

小
坂 

文
子
さ
ん
�

 

（
落
合
町
近
似
）

母
子
愛
育
事
業
に　

貢
献成

羽
地
域
愛
育
委
員
会  

 
会
長 

穴
田 

英
子
さ
ん
�

地
域
の
健
康
管
理
に

貢
献

　

岡
山
県
う
ま
い
く
だ
も

の
推
進
本
部
（
岡
山
県
・

全
農
岡
山
県
本
部
・
岡
山

県
農
協
中
央
会
）
主
催
の

「
岡
山
県
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー

ネ
共
進
会
」
で
、
最
優
秀

の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

森
川
さ
ん
は
、　

㌃
に
ピ
オ
ー
ネ
や
瀬
戸
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
な

４０

ど
３
種
類
の
ブ
ド
ウ
を
栽
培
。「
安
心
・
安
全
・
お
い
し
い
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
消
費
者
の
立
場
に
立
っ
た
栽
培
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
栽
培
に
取
り
組

み
、
県
農
業
試
験
場
と
連

携
し
、
受
粉
技
術
や
病
気

対
策
の
先
進
技
術
を
率
先

し
て
導
入
。
ま
た
、
新
規

就
農
者
の
支
援
等
に
も
尽

力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
県
内
の
優
秀
な
青
年
農
業
者
を
た
た
え
る
も
の
で
、

農
業
青
年
の
育
成
に
努
め
た
第
一
生
命
保
険
相
互
創
立
者
、
故

矢
野
恒
太
さ
ん
（
岡
山
市
）
の
業
績
を
顕
彰
し
よ
う
と
毎
年
表

彰
し
て
い
ま
す
。

ピ
オ
ー
ネ
で
「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

「
矢
野
賞
」
に
細
川
さ
ん

森川 浩吉さん�
（川上町下大竹）

細川 潤一さん�
（備中町西油野）


